
梅
の
候
、皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々

ご
健
勝
の
事
と
存
じ
ま
す
。

日
頃
は
同
窓
会
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
報
誌「
蒼
天
」も
今
回
で
第
4
号
と
な
り
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
に
も
、
ま
た
尽
力
頂
い
た
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
も
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、こ
こ
で
今
後
の
同
窓
会
の
将

来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
同
窓
会
は
様
々
に
模
索
し

な
が
ら
、
本
部
・
支
部
の
役
員
幹
事
や

大
学
事
務
局
な
ど
、
沢
山
の
方
々
の

努
力
の
も
と
運
営
し
て
お
り
ま
す
が
、

将
来
的
に
は
独
立
し
た
事
務
局
を
設

置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
各
地
で
も
奮
闘
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
各
支
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
化
し
な
が
ら
、
京
都
だ
け
で
は

な
く
各
地
に
散
ら
ば
っ
た
網
の
目
的

な
組
織
を
構
築
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
「
通
信
教
育
部
が
あ
る
大
学
」で
あ

る
と
い
う
利
点
も
上
手
く
生
か
し
て
、

卒
業
生
が
い
つ
ま
で
も「
学
ぶ
」事
が

で
き
、
カ
ル
チ
ャ
ー
を
吸
収
・
発
信
で

き
る
、
そ
ん
な「
能
動
的
な
同
窓
会
」

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
卒
業
生
の
名
簿
だ
け
が
積
み
上
げ
ら
れ

た
、不
必
要
な
管
理
の
為
に
時
間
と
お
金
が
消
え

て
い
く
だ
け
の
同
窓
会
で
は
あ
り
た
く
な
い
の
で
す
。

　

私
自
身
も
卒
業
生
の
一
人
。
自
分
が
払
っ
た
会

費
が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
的
に
消
え
て
い
く
の
は
正
直

「
い
や
」で
す
。
現
実
的
な
課
題
や
壁
は
瓜
生
山

黄

京
都
造
形
芸
術
大
学
・
京
都
芸
術
短
期
大
学
　
瓜
生
山
同
窓
会
会
報

編
集
・
発
行
：
瓜
生
山
同
窓
会
事
務
局

〒
６
０
６
‐
８
２
７
１　

京
都
市
左
京
区
北
白
川
瓜
生
山
2
‐
１
１
６

4Volume 
2005.06.

我
が
母
校
の

　
　
　

２
０
０
５
年
度
!!

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
設
置
】

企
業
や
自
治
体
か
ら
の
実
際
の
案
件
に
、
様
々
な

分
野
の
学
生
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
対
応
す
る
正

課
の
授
業
と
は
独
立
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
す

で
に「
二
条
城
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」「
城
陽
市
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
を
実
施
。
今
後
「
石
井
竜
也

ヒ
ロ
シ
マ
・
グ
ラ
ン
ド
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
な
ど
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
決
定
。

【G
alerie A

ube

開
廊
】

「
ギ
ャ
ル
リ
・
オ
ー
ブ
」
が
４
月
に
学
内
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。「
千
住
博　

The Fall

」、
絵
本
学
会

大
会
関
連
作
品
展
、『
混
沌
か
ら
躍
り
出
る
星
た

ち
２
０
０
５
』展
等
国
内
外
の
作
家
の
展
覧
会
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
　【こ

ど
も
芸
術
大
学
開
学
】

3
〜
5
歳
ま
で
の
幼
児
と
母
親
の
た
め
の
学
校

で
す
。
自
然
に
親
し
み
ア
ー
ト
を
楽
し
む
お
母
さ

ん
と
か
わ
い
い
こ
ど
も
た
ち
の
姿
が
、「
ア
ー
ト

と
は
？
」「
平
和
と
は
？
」「
幸
せ
と
は
何
か
？
」

を
学
生
た
ち
に
問
い
掛
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

【
夕
涼
祭
】7
月
2
日

学
年
暦
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
夕
涼
祭
は
終
日
休

講
。
瓜
坊
た
ち
は
今
年
も
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
そ
う

と
、
力
が
入
っ
て
い
ま
す
。

【
瓜
生
山
祭
】11
月
1
日
〜
3
日

今
年
は
、
先
生
方
と
一
緒
に
学
園
祭
実
行
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
が
企
画
を
検
討
中
。
例
年
に
な
く
何

か
が
違
う
学
園
祭
と
な
り
そ
う
で
す
。

【
卒
業
制
作
展
】3
月
1
日
〜
5
日

京
都
市
美
術
館
と
大
学
で
同
時
開
催
で
す
。
来
年

も
学
外
か
ら
高
評
価
を
得
る
作
品
が
で
る
予
感

が
し
ま
す
。

よ
り
沢
山
あ
り
大
き
い
で
す
が
、
力
を
あ
わ
せ
て

同
窓
会
を
育
て
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

歩
ん
だ
足
跡
、迷
っ
た
軌
跡
、失
敗
し
た
軌
跡
、

成
功
し
た
軌
跡
、
踏
ん
張
っ
た
爪
痕
、
う
な
っ
た

叫
び
声
、
体
調
を
崩
し
た
と
き
の
診
断
書（
笑
）

な
ど
、な
に
も
か
も
を
残
し
な
が
ら
も
…（
少
々
、

表
現
が
劇
画
漫
画
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
）。

【
初
年
か
ら
4
年
目
】

	

組
織
づ
く
り
、
実
験
的
事
業
、ル
ー

ル
や
方
向
性
づ
く
り（
組
織
構
築
、

種
ま
き
）

【
5
年
目
か
ら
6
年
目
】

	

更
な
る
実
験
的
事
業
の
展
開
、
人

的
繋
が
り
の
強
化（
組
織
育
成
、
事

業
拡
大
）

【
7
年
目
か
ら
8
年
目
】

	

本
格
的
プ
レ
稼
動（
こ
こ
か
ら
が
最

後
の
実
験
）

【
10
年
目
以
降
】

	

独
立
し
た
自
立
組
織
の
確
立

　

10
年
と
い
う
歳
月
が
過
ぎ
た
と
き
、

振
り
返
っ
て
共
に
笑
い
た
い
で
す
ね
。

平
成
17
年
6
月
吉
日

瓜
生
山
同
窓
会 

会
長　

目
良
義
夫

『
九
州
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
』

の
お
知
ら
せ

会
期
：
２
０
０
６
年
1
月
17
日（
火
）〜
1
月
22
日（
日
）

会
場
：
福
岡
県
立
美
術
館　

展
示
室

　

現
在
、
出
品
者
、
実
行
委
員
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集

を
し
て
い
ま
す
。詳
細
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
。

Ｗ
ｅ
ｂ
同
窓
会
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　

瓜
生
山
同
窓
会
の
本
年
度
事
業
と
し
て
、
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
Ｗ
ｅ
ｂ
同
窓
会
」の
利
便
性
を
高
め
、よ
り

会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
に
な
る
よ
う
リ

ニュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
卒
業
生
の
皆
様
か
ら
意
見
を
募
集

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
左
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
ア

イ
デ
ア
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

dosokai@
kca.kyoto-art.ac.jp

は
み
だ
し

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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祭
の
夏
は
青
山
で
、

芸
術
の
秋
は
人
形
町
で
会
い
ま
し
ょ
う
！

　

な
お
当
日
は
、
卒
業
制
作
選
抜
＋
卒
業
生
招

待
作
家
に
よ
る『
混
沌
か
ら
躍
り
出
る
星
た
ち

２
０
０
５
』展
が
大
学
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
会
と
併
せ
て
足
を
運
ば
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う（
下
記
参
照
）。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
15
時
30
分
よ
り
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
ラ
ウ
ン
ジ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
に
て
懇
親
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
混
沌
展
出
品
作
家
を
招

い
て
の
歓
談
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い（
参

加
費
無
料
）。

『
混
沌
か
ら
躍
り
出
る

星
た
ち
２
０
０
５
』
展

（
京
都
）

会
期	

：	

平
成
17
年
6
月
24
日（
金
）

〜
8
月
2
日（
火
）

会
場	

：	

ギ
ャ
ル
リ
・
オ
ー
ブ（
京
都
造

形
芸
術
大
学
人
間
館
1
階
）

　

活
躍
す
る
卒
業
生
お
よ
び
２
０
０
４
年
度

卒
業
制
作
か
ら
選
抜
さ
れ
た
作
品
を
紹
介

す
る
展
覧
会『
混
沌
か
ら
躍
り
出
る
星
た
ち

２
０
０
５
』展
。
今
年
は
、
例
年
の
東
京
・
青

山
の「
ス
パ
イ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
」に
加
え
、
学

内
に
で
き
た
最
新
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、ギ
ャ
ル
リ・

オ
ー
ブ
で
の
展
示
も
行
い
ま
す
。
キ
ュ
レ
イ

シ
ョ
ン
を
行
う
芸
術
表
現・ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
学
科（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）学
生
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

ト
ー
ク
も
必
見
。
卒
業
生
招
待
作
家
と
し
て
、

東
義
孝・ム
ラ
ギ
し
マ
ナ
ヴ・安
居
智
博
を
予
定
。

お
問
い
合
わ
せ
：

　

京
都
造
形
芸
術
大
学 

芸
術
表
現
・ア
ー
ト

　

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科（
担
当
：
伊
藤
悠
）

電
話
：
０
７
５
‐７
９
１
‐
９
３
８
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
５
‐７
９
１
‐
９
４
２
９

人間館１Ｆラウンジ
@Café

白川通

雲母

EV

EV

NA
401

1F

4F

第
4
回
東
京
同
窓
会
を
開
催
し
ま
す

　

首
都
圏
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
と
し
て
ご
好
評
を

頂
き
、
今
年
で
第
４
回
を
迎
え
る
東
京
同
窓

会
。
昨
年
に
続
き
京
都
造
形
芸
術
大
学
主
催

の
東
京
選
抜
展
と
併
催
し
ま
す
。

日
時	

：	

平
成
17
年
8
月
6
日（
土
）
　

	
	

18
時
30
分
〜
21
時
終
了
予
定

	
	

東
京
選
抜
展
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

	
	

と
同
時
開
催

会
場	

：	

ス
パ
イ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン（
東
京
都
港
区

	
	

南
青
山
5
‐
6
‐
23
／
最
寄
駅
：
東
京

	
	

メ
ト
ロ「
表
参
道
」）

　

詳
細
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
尚
、

郵
送
に
よ
る
案
内
は
関
東
地
区
在
住
の
会
員

の
み
を
対
象
と
す
る
予
定
で
す
の
で
、
そ
の
他

の
地
区
の
参
加
希
望
者
は
総
会
返
信
葉
書
の

東
京
同
窓
会
参
加
希
望
欄「
希
望
す
る
」に
○

を
つ
け
て
頂
く
か
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

『
混
沌
か
ら
躍
り
出
る
星
た
ち

２
０
０
５
』展

会
期	

：	

平
成
17
年
8
月
5
日（
金
）

	
	

　
　
　

〜
8
月
13
日（
土
）

会
場	

：	

ス
パ
イ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン（
東
京
都
港
区

	
	

南
青
山
5
‐
6
‐
23
）

お
問
い
合
わ
せ
：
京
都
造
形
芸
術
大
学 

芸
術

	
	

表
現
・ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科（
担

	
	

当
：
伊
藤
悠
）

電
話	

：	

０
７
５
‐７
９
１
‐
９
３
８
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
５
‐７
９
１
‐
９
４
２
９

東
京
公
開
講
座
（
仮
）
開
催

　

東
京
で
頑
張
る
卒
業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

強
化
し
て
い
く
た
め
、
瓜
生
山
同
窓
会
の
東
京

支
部
が
立
ち
あ
が
り
ま
し
た
。

　

東
京
支
部
の
第
1
回
目
の
企
画
と
し
て
、
情

報
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
田
名
網
敬
一
教
授
と
束

芋
教
授
を
お
招
き
し
て
の
講
演
会
と
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。

日
程
：
平
成
17
年
9
月
25
日（
日
）

会
場
：
人
形
町
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス　

　

詳
細
ご
案
内
を
東
京
同
窓
会
と
同
様
と
致

し
ま
す
。
関
東
地
区
以
外
在
住
で
ご
案
内
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
総
会
返
信
葉
書
の
案
内
希

望
欄
に
○
を
し
て
下
さ
い
。
ま
た
東
京
支
部
活

動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、０
３
‐
５
６
５
２
‐

０
５
７
１
（
東
京
事
務
所　

辻
）ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

日
時	

：	
平
成
17
年
7
月
31
日（
日
）14
時
〜
15
時

場
所	

：	

京
都
造
形
芸
術
大
学 

瓜
生
山
キ
ャ
ン
パ
ス 

		


人
間
館
4
階 
Ｎ
Ａ
４
０
１
教
室

議
案	

：	

平
成
16
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告

		


平
成
17
年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び
予
算
案

		


会
則
改
正
に
つ
い
て　

ほ
か

瓜
生
山
同
窓
会 

総
会
の
ご
案
内●今春オープンした「ギャルリ・オーブ」

●第 3 回東京同窓会風景



平
成
16
年

3
月
7
日　

役
員
会
開
催

　
　

28
日　

役
員
会
開
催

5
月
26
日　

平
成
15
年
度
監
査

6
月
14
日　

会
報
誌
発
行
・
総
会
案
内
発
送

　
　

22
日　

役
員
会
開
催

　
　

26
日　

総
会
・
幹
事
会
開
催 
／ 
東
京

同
窓
会
案
内
発
送

7
月
12
日　

陶
芸
コ
ー
ス
分
科
会

　
　

26
日　

役
員
会
開
催

　
　

30
日　

東
京
同
窓
会
開
催

8
月
30
日　

役
員
会
開
催

9
月
27
日　

キ
ャ
ラ
バ
ン
同
窓
会
案
内
発
送

　
　

29
日　

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

分
科
会

10
月
3
日　

美
学
美
術
史
コ
ー
ス
分
科
会

　
　

12
日　

本
部
事
業
案
内
発
送

　
　

16
日　

役
員
会
開
催

　
　

25
日　

キ
ャ
ラ
バ
ン
同
窓
会 

高
松
会
場

　
　

31
日　

本
部
事
業「
プ
チ
同
窓
会
」開

催 

／
キ
ャ
ラ
バン
同
窓
会 

倉
敷

会
場

11
月
5
日　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
コ
ン
ペ
公
募
開
始

　
　

7
日　

キ
ャ
ラ
バ
ン
同
窓
会 

静
岡
会
場

　
　

21
日　

キ
ャ
ラ
バ
ン
同
窓
会 

福
岡
会
場

　
　

23
日　

キ
ャ
ラ
バ
ン
同
窓
会 

仙
台
会
場

12
月
13
日　

平
成
16
年
度
中
間
監
査

　
　

16
日　

役
員
会
開
催

　
　

25
日　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
コ
ン
ペ
公
募
締
切

平
成
17
年

1
月
15
日　

東
京
支
部
会
議
開
催

　
　

19
日　

役
員
会
開
催

　
　

22
日　

平
成
16
年
度
中
間
報
告
会

　
　

29
日　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
コ
ン
ペ
審
査
会

3
月
11
日　

役
員
会
開
催

	
	

そ
の
他
、	

定
期
的
に
Web
更
新
作
業

	

会
則
改
定

	

OB
展
等
の
会
員
援
助
事
業

平
成
16
年
度
　事
業
報
告 

4
月
中
旬	

［
基
］平
成
16
年
度
決
算
報
告
・

平
成
17
年
度
事
業
計
画
お
よ
び

予
算
案
の
確
定

6
月
中
旬	

［
基
］会
報
誌
発
行
・
総
会
告
知

／［
基
］東
京
同
窓
会
告
知

7
月
31
日（
日
）［
基
］総
会
開
催

8
月
6
日（
土
）［
基
］東
京
同
窓
会
開
催

9
月
25
日（
日
）［
支
］東
京
公
開
講
座
開
催

10
・
11
月	

［
特
］キ
ャ
ラ
バ
ン
同
窓
会
開
催

11
月
上
旬	

［
基
］中
間
監
査
実
施

12
月
上
旬	

［
基
］中
間
報
告
会
開
催
・
役

員
選
挙

12
月
中
旬	

［
特
］Ｗ
ｅ
ｂ
リ
ニュ
ー
ア
ル
完
了

翌
1
月
17
日（
火
）〜［
支
］九
州
ア
ン
デ
パ
ン

ダ
ン
展

翌
4
月
中
旬
［
基
］平
成
17
年
度
監
査
お
よ

び
決
算

収入の部 （平成16年4月1日～平成17年3月31日）
予算 実績

－

支出の部
予算 実績

事業費 ＯＢ・ＯＧ展援助費
Web同窓会費
同窓会本部事業費
東京同窓会費
支部活動費
その他地域活動費
分科会費
小  計

中計

監査報告               各項監査の結果、正確であることを認証する
2005年5月7日　監査　藤原博子

会報郵送費

予　備　費

次年度繰越金
支出合計

事務用品費
通　信　費
設　備　費

平成16年度　瓜生山同窓会　決算書（案）

役員会・幹事会費
総会費

会報発行費

科　目

収入合計

科　目
会費収入
預金利息
前年度繰越金

25,020,000

59,002,497
84,022,497

100,000
700,000
300,000

1,400,000
500,000
500,000

1,000,000
600,000
750,000
600,000
400,000

4,350,000
150,000
60,000

400,000
600,000

8,060,000
75,962,497
84,022,497

25,560,000
5,830

59,002,497
84,568,327

38,850
563,780
184,800

1,300,574
600,000

0
180,342
538,295

0
385,712
200,000

1,904,349
90,274

217,591
228,469

0
4,528,687

80,039,640
84,568,327

収入の部

予算 2004年度予算 備　　考
通学部19,620,000（@30,000×654）

通信教育部5,940,000（@30,000×198）

－ －

前年度繰越金 80,334,745 59,002,497

106,134,745 84,022,497

支出の部

予算 2004年度予算 備　　考

350,000 100,000 総会及び懇親会補助

運営費 700,000 700,000 役員会・幹事会

会報発行費 300,000 300,000 昨年度予算同様

会報郵送費 1,400,000 1,400,000

ＯＢ・ＯＧ展援助費 800,000 500,000

500,000 HP運営、リニューアル等

1,500,000 1,000,000 卒制同窓会賞、名簿整理、
学園祭イベント等検討

東京同窓会費 600,000 600,000 招待教員数増、
会場の記録Web配信等検討

支部活動費 1,200,000 750,000 文化事業費　

その他地域活動費 600,000 600,000 地域交流会広報実施

分科会費 650,000 400,000 通信費などの補助

分科会予備費 300,000 0 大きな催しなどの補助

小  計 5,650,000 4,350,000

事務用品費 100,000 150,000

通　信　費 300,000 60,000

設　備　費 300,000 400,000

予　備　費 400,000 600,000

9,500,000 8,060,000支出合計

総会費

25,020,00025,800,000

本部事業費
（Web同窓会）

預金利息

科　目

収入合計

会費収入

科　目

2005年度　瓜生山同窓会　予算書（案）

事業費

＊
平
成
17
年
度
よ
り
東
京
同
窓
会
を
基
本

事
業
と
す
る
。

本
部
事
業
…

Ｗ
ｅ
ｂ
同
窓
会
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
重
点
を
お

き
、
足
場
を
再
度
固
め
る
方
向
で
事
業
展
開
。

平
成
17
年
度
の
内
に
固
め
る
。

ま
た
、
携
帯
サ
イ
ト
の
起
ち
上
げ
に
も
着
手

す
る
方
向
で
準
備
に
入
る
。

支
部
事
業
…

本
部
か
ら
散
っ
て
起
爆
剤
に
な
る
よ
う
に
歩

み
寄
り
、
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
に
つ
い
て
は
早
い
う
ち
か
ら
通
教

事
務
局
と
計
画
を
練
る
。

ま
た
支
部
相
談
役
員
窓
口
を
お
き
、
実
質
支

部
事
業
を
展
開
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

そ
の
他
…

役
員
会
、幹
事
会
開
催
適
宜
。
定
期
的
に
Ｗ
ｅ
ｂ

更
新
作
業
。
会
則
改
定
。
分
科
会
、支
部
、OB
展

等
の
会
員
援
助
事
業
。コ
ンペ
等
企
画　

な
ど

■
平
成
17
年
度 

事
業
計
画
案
お
よ
び
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
案
）

［
基
］
＝
基
本
事
業 

／
［
特
］
＝
特
別
事
業 

／
［
支
］
＝
支
部
事
業

平成 16 年度　瓜生山同窓会　決算書（案）

平成 17 年度　瓜生山同窓会　予算書（案）

平
成
17
年
度
　事
業
計
画
及
び
予
算
案

キ
ャ
ラ
バ
ン
同
窓
会
報
告

　

今
回
は
各
支
部
長
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、

そ
の
地
域
ら
し
い
同
窓
会
企
画
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
１
】高
松
会
場

10
月
24
日（
日
）サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松

【
公
開
講
座
】「
栗
林
公
園
に
み
る
庭
石
の
文
化

圏
」尼
崎
博
正
教
授（
副
学
長
）。
講
義
後
、
特
別

名
勝「
栗
林
公
園
」を
見
学
し
な
が
ら
講
義
を
行

い
ま
し
た
。

【
懇
親
会
】尼
崎
博
正
教
授
／
大
石
義
一
教
授

【
２
】倉
敷
会
場

10
月
31
日（
日
）倉
敷
国
際
ホ
ー
ル

【
公
開
講
座
】「
大
原
美
術
館
に
み
る
東
西
の
近
代

美
術
」高
階
秀
爾
教
授（
大
学
院
長
）

【
懇
親
会
】高
階
秀
爾
教
授
／
松
井
利
夫
教
授
／
東

島
毅
助
教
授
。
当
日
大
原
美
術
館
で
開
催
さ
れ
て

い
た「
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ａ
１
９
９
４
‐２
０
０
３
」出
品
者

で
あ
る
東
島
先
生
の
貴
重
な
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

【
3
】静
岡
会
場

11
月
7
日（
日
）静
岡
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ

【
公
開
講
座
】「
茶
の
文
化
、
数
寄
の
環
境
」中
村

俊
則
教
授
。
開
催
中
の「
世
界
お
茶
ま
つ
り
」会
場

内
を
借
り
、茶
の
文
化
に
つい
て
の
公
開
講
座
を
実
施
。

【
懇
親
会
】中
村
利
則
教
授
／
曽
和
治
好
助
教
授

【
4
】博
多
会
場

11
月
21
日（
日
）福
岡
市
美
術
館

【
公
開
講
座
】「
描
か
れ
た
都
市　

—

京
都
・
パ
リ
・

ヴ
ェ
ネ
チ
ア—

」芳
賀
徹
教
授（
学
長
）。
福
岡
市

美
術
館
25
周
年
記
念
事
業
と
し
て
の
共
催
企
画

と
な
り
大
勢
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

【
懇
親
会
】芳
賀
徹
教
授
／
山
河
尊
志
教
授

【
５
】仙
台
会
場

11
月
23
日（
祝
・
火
）仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

【
公
開
講
座
】「
自
分
の
シ
ャ
ガ
ー
ル
を
創
る
」中

原
史
雄
教
授
。
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
絵
に
着
彩
、
色
と

絵
の
表
情
を
体
感
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

【
懇
親
会
】中
原
史
雄
教
授
／
藤
村
克
裕
教
授



　

さ
き
に
案
内
し
ま
し
た
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
役
員

お
よ
び
幹
事
よ
り
、
以
下
の
会
則
改
定
を
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
会
員
の
定
義
に
つ
い
て
】

（
現
行
）
　

第
二
章　

会
員　

第
5
条　

京
都
芸
術
短
期

大
学
・
京
都
造
形
芸
術
大
学
を
卒
業
し
た
者

で
、
会
費
を
納
め
、
役
員
会
に
於
い
て
承
認

を
得
た
者
を
正
会
員
と
す
る
。

（
改
訂
案
）第
二
章　

会
員　

第
5
条

	

1
（
前
略
）正
会
員
と
す
る
。

	

2　

京
都
芸
術
短
期
大
学
専
攻
科
修
了
生
、

京
都
造
形
芸
術
大
学
大
学
院
修
了
生
に
つ
い

て
は
、
前
項
に
準
ず
る
。

…
こ
れ
ま
で
会
員
定
義
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
、
短

大
専
攻
科
修
了
生
、
大
学
院
修
了
生
の
位
置
づ
け
を

明
確
に
し
ま
す
。

【
監
査
の
増
員
に
つ
い
て
】

（
現
行
）

	

第
四
章　

監
査　

第
17
条　

本
会
に
監
査

1
名
を
置
く
。

（
改
訂
案
）第
四
章　

監
査　

第
17
条　

本
会
に
監
査

を
1
名
な
い
し
は
複
数
名
置
く
。

…
組
織
規
模
の
拡
大
に
伴
う
監
査
体
制
の
強
化
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

【
幹
事
の
再
編
に
つ
い
て
】

（
現
行
）

	

第
五
章　

幹
事　

第
21
条　

本
会
に
幹
事

を
置
く
。
各
コ
ー
ス
よ
り
代
表
1
名
、
補
佐

役
2
名
以
内
と
す
る
。

（
改
訂
案
）第
五
章　

幹
事　

第
21
条　

本
会
に
幹
事

を
置
く
。
各
分
野
よ
り
代
表
1
名
、
補
佐
役

2
名
以
内
と
す
る
。

（
現
行
）

	

第
七
章　

総
会　

第
30
条　

会
員
は
書
面

を
以
て
総
会
に
於
け
る
決
議
権
の
行
使
を

各
コ
ー
ス
代
表
幹
事
に
委
任
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
決
議
権
の
行
使
を
幹
事
に
委
任
し
た

も
の
は
出
席
者
と
見
な
す
。

（
改
訂
案
）第
七
章　

総
会　

第
30
条　
（
前
略
）決
議
権

の
行
使
を
各
分
野
代
表
幹
事
に
委
任（
後
略
）

…
コ
ー
ス
別
幹
事
か
ら
分
野
別
幹
事
体
制
へ
再
編（
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
図
参
照
）し
、運
営
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

会
則
改
定
に
つ
い
て

〈
役　

員
〉

会　

長　

目
良　

義
夫

	

（
短
大
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
9
期
生
）

副
会
長　

内
垣　

由
香

	

（
短
大
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
17
期
生
）

副
会
長　

早
野　

素
子

	

（
大
学
彫
刻
1
期
生
）

会　

計　

片
石　

高
幸

	

（
短
大
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
4
期
生
）

書　

記　

渡
部　

隆
志

	

（
短
大
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
10
期
生
）

庶　

務　

高
橋
聡
之
輔

	

（
大
学
洋
画
1
期
生
）

庶　

務　

冨
家　

裕
久

	

（
大
学
環
境
デ
ザ
イ
ン
2
期
生
）

庶　

務　

菱
田　

太
郎

	
（
大
学
彫
刻
2
期
生
）

庶　

務　

山
下　

雅
己

	

（
大
学
洋
画
1
期
生
）

顧　

問　

大
橋　

昌
幸

	

（
大
学
洋
画
1
期
生
）

〈
監　

査
〉

　

藤
原　

博
子（
大
学
通
信
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
1
期
生
）

〈
幹　

事
〉

　【
京
都
造
形
芸
術
大
学
卒
業
生
】

　

山
本　

慶
太（
芸
術
学
4
期
生
）

　

長
谷
川
雅
啓（
文
化
財
科
学
5
期
生
）

　

奥
村　

直
美（
映
像
芸
術
2
期
生
）

　

規
矩　

泉
美（
舞
台
芸
術
1
期
生
）

　

米
田　
　

実（
日
本
画
2
期
生
）

　

山
下　

雅
己（
洋
画
1
期
生
）

　

塚
本　

敬
次（
彫
刻
4
期
生
）

　

出
口
奈
央
子（
陶
芸
2
期
生
）

　

北
村　

奈
世（
染
織
1
期
生
）

　

遠
藤　

伸
也（
空
間
デ
ザ
イ
ン
2
期
生
）

　

野
口　
　

学（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
2
期
生
）

　

中
田　
　

泉（
情
報
デ
ザ
イ
ン
2
期
生
）

　

冨
家　

裕
久（
環
境
デ
ザ
イ
ン
2
期
生
）

　

松
居　

朋
樹（
通
信
教
育
部
1
期
生
）

　【
京
都
芸
術
短
期
大
学
卒
業
生
】

　

吉
村　

龍
二（
美
学
美
術
史
12
期
生
）

　

内
藤　

邦
博（
日
本
画
13
期
生
）

　

山
本　

芳
正（
洋
画
3
期
生
）

　

小
林　
　

博（
立
体
5
期
生
）

　

植
松
抽
巳
子（
陶
芸
19
期
生
）

　

志
村　

徹
也（
染
織
13
期
生
）

　

バ
ロ
ン
利
名（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
14
期
生
）

　

渡
部　

隆
志（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
10
期
生
）

　

木
村　

行
伸（
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
23
期
生
）

　

片
石　

高
幸（
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
4
期
生
）

　

池
田
亜
耶
子（
映
像
12
期
生
）

瓜
生
山
同
窓
会

役
員
一
覧

個
人
情
報
保
護
法
施
行
に
と
も

な
う
同
窓
会
の
対
応
に
つ
い
て

【
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
考
え
方
】

　

瓜
生
山
同
窓
会
で
は
、
個
人
情
報
の
重
要
性

を
認
識
し
、
取
り
扱
い
に
は
細
心
の
注
意
を
払

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
当

会
で
は
、
収
集
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
の
取

り
扱
い
に
関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
を

以
下
に
定
め
、
こ
れ
に
従
っ
て
個
人
情
報
の
保

護
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
、
同
窓
会
運
営
に
関

る
全
て
の
人
間
に
徹
底
し
ま
す
。 

【
個
人
情
報
の
収
集
・
利
用
・
提
供
】

　

瓜
生
山
同
窓
会
は
、
会
則
に
基
づ
き
会
員
相

互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
や
、
母
校
の
発
展
・
芸

術
の
振
興
を
図
る
た
め
に
、
卒
業
生
の
情
報
を

収
集
し
ま
す
。
登
録
内
容
は
、
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
勤
務
先
情
報
な
ど

で
す
。 

当
会
で
は
、
収
集
し
た
個
人
情
報
を
、

会
員
へ
の
会
報
発
送
、
催
し
の
お
知
ら
せ
や
会

員
の
芸
術
活
動
支
援
、
在
学
生
の
就
職
支
援
な

ど
、
同
窓
会
事
業
で
使
用
し
ま
す
。 

　

収
集
し
た
個
人
情
報
は
、
会
員
の
同
意
が
あ

る
場
合
を
除
い
て
開
示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
大
学
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
、

裁
判
所
や
警
察
等
の
公
的
機
関
か
ら
法
律
に
基

づ
く
正
式
な
照
会
を
受
け
た
場
合
を
除
い
て
、

個
人
情
報
の
販
売・貸
出
し
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。 

【
個
人
情
報
の
安
全
保
護
】

　

当
会
で
は
、
会
員
の
個
人
情
報
に
対
し
適
切

な
安
全
保
護
対
策
・
措
置
を
実
施
す
る
と
共
に
、

会
員
の
意
図
に
従
っ
た
個
人
情
報
の
利
用
が
行

わ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。 

  【
継
続
的
改
善
の
実
施
】

　

当
会
で
保
有
す
る
個
人
情
報
に
関
し
て
適
用

さ
れ
る
法
令
、
規
範
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、

上
記
項
目
に
お
け
る
取
り
組
み
を
適
宜
見
直
す

と
と
も
に
、
継
続
的
改
善
に
努
め
ま
す
。 

【
会
則
内
規
】

　

更
に
詳
細
を
制
定
し
た
内
規
に
つ
い
て
は
、

Ｗ
ｅ
ｂ
同
窓
会
に
お
い
て
当
会
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

ポ
リ
シ
ー
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

開
示
い
た
し
ま
す
。

寄
付
金
募
集

　

本
会
は
卒
業
生
の
同
窓
会
費
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

瓜
生
山
同
窓
会
で
は
、
今
後
の
活
動
発
展
拡

大
の
た
め
人
的
協
力
の
他
、
経
済
的
協
力
も
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
、
非
会
員
を
問
わ
ず

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
本
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
Wｅ
ｂ
同
窓
会
管
理
者
〉

　

笠
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も
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ル
デ
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イ
ン
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）

〈
各
支
部
代
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者
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東
京
】

	

支
部
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志
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徹
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期
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）

	

書
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拡
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大
学
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画
5
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）
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信
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）

	
	

大
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佐
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プ
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ザ
イ
ン
15
期
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）

　【
静
岡
】

	

支
部
長	

海
野　

正
彦（
大
学
通
信
芸
術
学
2
期
生
）

	

補
佐	
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敏
晴（
大
学
通
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陶
芸
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学
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）
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長
野
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支
部
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小
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里
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短
大
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）
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支
部
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岳
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大
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通
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陶
芸
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期
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補
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延
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大
学
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）
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愛
知
】

	

支
部
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望
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多
寿（
大
学
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芸
1
期
生
）
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部
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寺
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康
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短
大
陶
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学
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短
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部
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中
元
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俊
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信
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期
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井
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制
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学
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画
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福
岡
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世
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彰
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短
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期
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世
良
ヨ
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）
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